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日
向
市
・
東
郷
町
合
併
協
議
会
の

第
3
回
総
会
は
1
2
月
2
4
日
に
開
催

さ
れ
、
第
2
回
総
会
で
提
案
さ
れ
た

19

盾
ﾌ
協
議
事
項
に
つ
い
て
は
、
一

部
修
正
等
の
う
え
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
東
郷
病
院
の
存
続
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
4
回
総
会
は
1
月
1
4
日
に
さ
く

ら
館
で
開
催
さ
れ
、
1
2
月
2
4
日
に
提

案
さ
れ
た
2
8
件
の
協
議
事
項
に
つ
い

て
は
、
原
案
ど
お
り
及
び
一
部
修
正

等
を
も
っ
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
1
月
2
7
日
に
開
催
さ
れ
る

第
5
回
総
会
は
合
併
の
期
日
等
に
つ

い
て
の
3
件
が
提
案
さ
れ
ま
す
。

　
町
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
の
ひ
と

つ
で
あ
る
地
域
自
治
組
織
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
編
入
合
併
に
伴
い
、
『
東

郷
町
』
が
無
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て

生
じ
る
町
民
の
不
安
や
懸
念
を
解

消
す
る
た
め
、
合
併
特
例
法
に
基
づ

く
「
地
域
自
治
区
」
の
設
置
を
要
望

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
小
委
員
会
で

あ
る
地
域
審
議
会
等
設
置
小
委
員

会
で
審
議
が
山
場
を
迎
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
自
治
体
の
議
会
議
員
の
定

数
及
び
任
期
に
関
す
る
小
委
員
会

に
お
い
て
も
、
8
名
（
3
月
の
条
例
改

正
に
よ
っ
て
8
名
）
の
在
任
特
例
が
認

め
ら
れ
る
か
否
か
の
大
き
な
山
場
で

す
。　
今
後
、
2
回
（
1
月
2
7
日
、
2
月
7

日
）
の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
合
併
協

定
項
目
4
6
項
目
全
て
に
つ
い
て
の
協

議
を
終
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

特
に
、
合
併
後
の
新
市
の
方
向
性
や

②

将
来
像
及
び
未
来
図
を
示
す
「
新
市

建
設
計
画
」
が
協
議
さ
れ
ま
す
。

第
3
回
総
会
で
確
認
さ
れ
た
事
項

協
議
第
1
6
号
　
財
産
及
び
債
務
の

取
扱
い
に
つ
い
て
　
（
一
部
）

協
議
第
1
7
号
　
慣
行
の
取
扱
い
に
つ

い
て
協
議
第
1
8
号
　
電
算
シ
ス
テ
ム
の
取

扱
い
に
つ
い
て

協
議
第
1
9
号
総
合
計
画
等
の
取
扱

い
に
つ
い
て

協
議
第
2
0
号
　
そ
の
他
各
種
事
務

事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
第
2
1
号
　
地
方
税
の
取
扱
い
に

つ
い
て
　
（
納
税
組
合
等
）

協
議
第
2
2
号
使
用
料
、
手
数
料
等

の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
第
2
3
号
国
民
健
康
保
険
事
業

の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
第
2
4
号
病
院
の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
第
2
5
号
公
共
的
団
体
等
の
取

扱
い
に
つ
い
て

協
議
第
2
6
号
　
商
工
・
観
光
関
係
事

業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
第
2
7
号
　
上
・
下
水
道
関
係
事

業
の
取
扱
い
に
つ
い
て
　
（
一
部
）

協
議
第
2
8
号
建
設
関
係
事
業
の
取

扱
い
に
つ
い
て
　
（
一
部
）

協
議
第
2
9
号
　
補
助
金
、
交
付
金
等

の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
第
3
0
号
，
学
校
教
育
関
係
事
業

の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
第
3
1
号
　
幼
稚
園
の
取
扱
い
に

つ
い
て

協
議
第
3
2
号
社
会
教
育
関
係
事
業

の
取
扱
い
に
つ
い
て
　
（
一
部
）

協
議
第
3
3
号
社
会
体
育
関
係
事
業

の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
第
3
4
号
　
文
化
財
等
の
取
扱
い

に
つ
い
て

第
4
回
総
会
で
確
認
さ
れ
た
事
項

協
議
第
3
5
号
　
環
境
・
保
健
衛
生
関

係
の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
第
3
6
号
塵
芥
処
理
の
取
扱
い

に
つ
い
て

協
議
第
2
0
－
2
号
そ
の
他
各
種
事
務

事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
第
2
1
－
2
号
地
方
税
の
取
扱
い

に
つ
い
て
（
固
定
資
産
税
）

協
議
第
2
9
1
2
号
補
助
金
、
交
付
金

等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
第
3
7
号
　
　
各
種
福
祉
制
度
の

取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
第
3
8
号
　
介
護
保
険
事
業
の

取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
第
3
9
号
　
市
町
の
行
事
の
取
扱

い
に
つ
い
て

協
議
第
2
5
1
2
号
公
共
的
団
体
等
の

取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
第
4
0
号
　
　
農
林
水
産
業
関
係

事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
第
4
1
号
　
第
3
セ
ク
タ
：
の
取

扱
い
に
つ
い
て

協
議
第
4
2
号
　
　
地
籍
調
査
事
業
取

扱
い
に
つ
い
て

協
議
第
2
2
－
2
号
使
用
料
、
手
数
料

等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
上
2
7
－
2
号
上
・
下
水
道
関
係

事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
第
2
8
1
2
号
建
設
関
係
事
業
の

取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
第
3
2
1
2
号
社
会
教
育
関
係

事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

日程表
協
議
第
4
3
号
　
一
般
職
の
職
員
の
身

分
の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
第
4
4
号
特
別
職
等
の
身
分
の

取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
第
4
5
号
　
条
例
・
規
則
等
の
取

扱
い
に
つ
い
て

協
議
第
4
6
号
　
行
政
組
織
・
機
構
の

取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
第
4
7
号
　
消
防
団
の
取
扱
い
に

つ
い
て

協
議
第
4
8
号
　
自
治
会
、
行
政
連
絡

機
構
の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
第
4
9
号
　
広
報
・
広
聴
関
係
の

取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
第
5
0
号
　
消
防
、
防
災
関
係
の

取
扱
い
に
つ
い
て
　
　
　
　
※
継
続

協
議
第
5
1
号
　
交
通
安
全
・
防
犯
の

取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
第
5
2
号
　
町
・
字
名
の
取
扱
い

に
つ
い
て

協
議
第
5
3
号
　
一
部
事
務
組
合
等
の

取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
第
1
6
－
2
号
財
産
及
び
債
務
の

取
扱
い
に
つ
い
て

区　名 日　　　時 会　　　　場

寺迫区 2月15日（火）午後7時 寺迫小学校講堂

福瀬区 2月16日（水）午後7時 福　瀬　公　民　館

小野田区 2月12日（土）午後7時 小野田公民館
鶴野内事 2月22日（火）午後7時 鶴野内地区コミュニティセンター

迫野内区 2月19日（土）午後7時 迫野内地区多目的研修施設

八重原区 2月14日（月）午後7時 八重原地区高齢者プラザ

田野区 2月18日号金）午後7時 田　野　公　民　館

羽高羽 2月21日（月）午後7時 羽坂地区生活改善センター

仲深区 2月17日（木）午後7時 仲深地区集落センター

坪谷区 2月23日（水）午後7時 坪谷地区多目的研修施設

磨臼区 2月11日（金）午後7時 越表地区生活改善センター

下渡川区 2月10日（木）午後5時 下渡川集会施設

住
民
説
明
会
の
開
催
及
び

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

　
町
で
は
、
合
併
協
議
の
状
況
を
踏

ま
え
、
住
民
説
明
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
今
回
の
説
明
会
は
、
今
ま
で

と
違
い
、
「
合
併
の
是
非
」
に
つ
い
て

最
終
的
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
判
断
を

い
た
だ
く
も
の
で
あ
り
、
よ
り
多
く

の
町
民
の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。　
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

16

ﾎ
以
上
（
平
成
元
年
4
月
1
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
者
）
を
対
象
と
し
て

組
合
長
を
通
じ
て
実
施
い
た
し
ま
す
。
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成
人
式
楽
催

　
平
成
1
7
年
の
成
人
式
が
、
1

月
4
日
（
火
）
交
流
研
修
施
設

さ
く
ら
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
成
人
式
に
は
、
町
内
（
出

身
者
を
含
む
）
の
新
成
人
4
8
名

が
晴
れ
姿
で
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
成
人
者
を
代
表
し

て
鶴
野
内
の
川
越
敦
さ
ん
と
寺

迫
の
田
代
ゆ
か
り
さ
ん
に
成
人

証
書
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
し
て
、
小
林
町
長
が
「
国

を
支
え
る
大
き
な
力
と
な
り
、

ま
た
、
自
分
の
可
能
性
を
信
じ

情
熱
を
持
っ
て
若
い
力
を
発
揮

し
て
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
新
名
町
議
会
議
長
、

植
野
県
議
会
議
員
が
お
祝
い
の

言
葉
を
述
べ
た
後
、
仲
深
の
和

田
浩
一
さ
ん
が
「
成
人
の
日
の

意
義
を
し
っ
か
り
胸
に
刻
み
、

郷
土
の
発
展
と
民
主
国
家
の
繁

栄
に
貢
献
し
た
い
」
と
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

し

第5部総合優勝
　
新
春
を
飾
る
消
防
出
初
式
が
、

1
月
5
日
（
水
）
、
町
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
主
会
場
に
、
1
2
部
、
約
2

6
0
名
の
消
防
団
員
が
出
場
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
寒
風
の
中
、
団
員
は
真
剣
な
面

持
ち
で
操
練
な
ど
の
点
検
を
受
け

ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
陰
保
育
園
の
幼
年
消

防
隊
に
よ
る
和
太
鼓
が
式
に
花
を

添
え
、
予
備
団
員
も
含
め
た
2
4
チ

ー
ム
の
ポ
ン
プ
操
法
（
ち
ょ
う
ち

ん
落
し
）
で
は
、
き
び
き
び
し
た

動
き
に
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。
　
（
審
査
結
果
は
次
の

と
お
り
）

ちょうちん落し（審査対象外）

タイム
43秒34

45秒55

46秒25

部

第ll部（仲深予備団員）

第7部（寺迫予備団員）

第9部（八重原）

審査区分 第1位 第2位 第3位

総　合　の　部 第5部（坪　谷） 第6部（越臣下渡川） 第2部（福　瀬）

操　練　の　部 第5部（坪　谷） 第11部（仲　深） 第8部（鶴野内）

平成16年度操法大会

ﾌ部（夏季大会の部）
第5部（坪　谷） 第6部（越陛下渡川） 第10部（田　野）
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　　　　　　　　G闘魂ゆ

融翻幽鵬繍■■　
1
2
月
2
7
日
（
月
）
、
町

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
及

び
中
央
公
民
館
で
第
4

回
若
山
牧
水
全
国
こ
ど

も
短
歌
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部

　
全
国
こ
ど
も
短
歌
コ

ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
東
郷
中
学
校

3
年
生
の
山
本
幸
恵
さ

ん
が
司
会
を
務
め
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
全
国

30

s
道
府
県
2
1
5
校

の
小
中
学
校
及
び
個
人

か
ら
応
募
の
あ
っ
た
4
、

2
8
7
首
の
中
か
ら
最

優
秀
賞
及
び
優
秀
賞
を

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
、

小
林
町
長
よ
り
表
彰
状

と
記
念
品
が
授
与
さ
れ

る
と
と
も
に
、
選
者
を

代
表
し
て
伊
藤
一
彦
先

生
か
ら
受
賞
作
品
に
対

し
て
の
講
評
が
あ
り
ま

し
た
。

第
二
部

　
南
米
・
ア
ン
デ
ス
の
音
楽
フ

ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
を
演
奏
さ
れ
る

S
I
S
A
Y
（
シ
サ
イ
）
の
皆

さ
ん
を
招
い
て
舞
台
芸
術
鑑
賞

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
珍
し
い

楽
器
の
紹
介
・
体
験
や
聞
き
な

れ
た
「
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
ゆ
く
」

な
ど
の
演
奏
も
あ
り
、
館
内
は

静
か
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

第
三
部

　
第
3
0
回
牧
水
か
る
た
大
会
が

町
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
大
会
に
は
、
町
内
小
中
学
校

の
児
童
生
徒
と
美
々
津
中
学
校

の
生
徒
が
参
加
し
て
、
チ
ー
ム

対
抗
の
部
と
・
個
人
戦
で
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。
詠
み
手
が

上
の
句
を
詠
み
始
め
る
と
、
　
「
は

い
」
と
大
き
い
声
が
館
内
に
響
き
、

緊
張
感
が
漂
い
清
々
し
く
見
え

ま
し
た
。

【
競
技
結
果
】

◆
チ
ー
ム
対
抗
戦

（
小
学
生
の
部
）

優
勝
　
尾
鈴
の
山
（
福
小
）

2
位
　
五
所
川
原
町
（
東
小
）

3
位
　
渓
　
　
音
（
東
小
）

4
位
　
ひ
と
す
ぢ
（
福
小
）

5
位
　
水
無
月
（
寺
小
）

6
位
　
青
　
　
葉
（
東
小
）

（
中
学
生
の
部
）

優
勝
　
て
つ
び
ん
の
（
坪
谷
中
）

2
位
　
よ
ね
ん
な
き
（
坪
谷
中
）

3
位
　
美
し
き
（
東
中
）

◆
個
人
戦

（
小
学
生
の
部
）

優
勝
　
清
家
良
志
（
東
小
）
9
9
枚

優
勝
　
川
越
牧
人
（
福
小
）
9
9
枚

優
勝
　
川
越
水
生
（
福
小
）
9
9
枚

4
位
　
水
野
あ
ゆ
み
（
坪
尻
）
9
7
枚

5
位
　
寺
原
　
求
（
東
小
）
9
6
枚

6
位
　
橋
口
咲
耶
（
寺
小
）
9
4
枚

（
中
学
生
の
部
）

優
勝
　
水
野
ひ
と
み
（
坪
中
）
1
0
0
枚

2
位
海
野
仁
美
（
東
中
）
9
9
枚

2
位
　
三
浦
　
恵
（
坪
中
）
9
9
枚

短
歌
尾
難
歌
会

娘
の
眠
る
伊
賀
の
墓
辺
の
千
振
り

を
喜
び
採
り
し
は
遥
か
と
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
み
　
こ

吉
野
ヶ
里
遺
跡
を
訪
ね
卑
弥
呼
と

ふ
女
王
の
姿
我
は
偲
び
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

勤
め
居
る
子
等
の
帰
り
を
待
つ
夕

べ
仏
壇
の
火
を
我
は
灯
し
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

我
が
畑
の
椎
葉
大
根
太
り
を
り
種

子
く
れ
し
媚
今
は
亡
き
人

　
　
　
　
　
　
　
若
藤
美
智
子

歳
月
の
極
ま
る
師
走
脳
を
病
む
妻

預
け
ん
と
施
設
訪
ぬ
る

　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

え
も
い
え
ぬ
音
奏
で
つ
つ
転
び
ゆ

く
色
鮮
や
か
な
落
葉
追
い
か
く

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

里
道
は
生
活
の
道
わ
が
生
れ
て
八

十
年
の
思
い
出
残
る

　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

幼
き
日
直
に
似
た
る
と
言
は
れ
し

　
い
シ
　
を
厭
う
時
あ
り
今
は
嬉
し
き

　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

ふ
る
さ
と
の
香
り
な
つ
か
し
柚
子

の
実
の
甘
露
煮
ひ
と
日
部
屋
に
漂

サ
つ　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

何
時
の
間
に
食
ひ
尽
く
せ
し
か
鳥

の
一
打
の
木
の
実
も
盗
み
取
ら
る

る　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

国
権
を
北
朝
鮮
に
中
国
に
国
益
侵

さ
れ
民
の
苛
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

象
含
に
古
び
し
旗
の
な
び
き
を
り

不
況
の
風
は
肌
身
に
強
く

　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

残
照
を
惜
し
む
が
ご
と
く
柿
の
実

の
梢
に
熟
れ
て
秋
は
終
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
木
村
映
一

羅
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「
牧
水
か
る
た
」
は
、
牧
水
記

念
館
及
び
教
育
委
員
会
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

（
価
格
：
町
内
1
、
3
5
0
円
・

町
外
1
、
5
4
0
円
）

馬

●
……

別
人
の
遺
骨
と
鑑
定
結
果
出
る
ど

　
　
　
　
　
　
こ
う
ま
ん

こ
ま
で
続
く
北
の
傲
慢

　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

墾謄当5

弘糊■げ
嵐

●

　
罰
隻
、麟伊

瑚礪灘

躍i欝
嘉；ン欝欝

…
亀

馳

　
1
2
月
2
2
日
（
水
）
、
や
す

ら
ぎ
館
で
第
7
回
と
わ
に
た

っ
し
ゃ
で
暮
ら
し
ま
し
ょ
う

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
に
は
、
1
0
名
の
方
が
出

席
（
対
象
者
1
5
名
）
さ
れ
、

お
互
い
の
昔
話
に
花
を
咲
か

せ
た
り
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

に
拍
手
を
送
っ
た
り
と
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

一
一

…‘▲
一

▼含出一
．’

【
▼玉

　
坪
谷
郵
便
局
が
、
明
治

15

N
開
局
来
行
っ
て
き
た

郵
便
集
配
業
務
を
2
月
1
3

日
（
日
）
か
ら
山
陰
郵
便

局
が
担
当
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
こ
の
郵
便
区
調

整
に
よ
り
、
坪
谷
郵
便
局

か
ら
配
達
さ
れ
る
年
賀
状

は
今
年
で
最
後
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
元
旦
に
は
局

区
内
の
役
員
の
皆
様
を
招

待
し
、
「
年
賀
出
発
式
」

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
は
局
区
内
各
家
庭
に

約
1
6
0
0
0
通
の
年
賀

状
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
坪
谷
郵
便
局
で

は
、
無
集
配
特
定
郵
便
局

と
し
て
窓
口
の
取
扱
は
引

き
続
き
行
わ
れ
ま
す
。

　　　ム麟．鰍鱒鰍録応
　　　　　一畠■纈一一＿　　　、．盈

　
1
月
1
3
日
（
木
）
、
交

流
研
修
施
設
さ
く
ら
館
で

各
団
体
等
の
代
表
者
6
3
名

が
出
席
し
て
新
春
賀
詞
交

換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
林
町
長
あ
い
さ
つ
、

新
名
町
議
会
議
長
あ
い
さ

つ
の
後
、
寺
原
区
長
会
長

の
乾
杯
で
懇
談
の
幕
が
開

き
、
出
席
者
は
、
そ
れ
ぞ

れ
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
交

わ
し
て
い
ま
し
た
。

　
1
月
1
6
日
（
日
）
、
交
流

研
修
施
設
さ
く
ら
館

で
町
P
T
A
協
議
会
（
日
高

公
大
会
長
）
主
催
に
よ
る
平

成
1
6
年
度
町
P
T
A
研
究

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
心
豊
か
な
子
ど
も
の

育
成
を
目
指
し
た
家
庭
教

育
の
在
り
方
」
を
研
究
主

題
に
、
保
護
者
2
名
の
発
表
、

椎
葉
一
心
塾
の
綾
部
正
哉

先
生
の
「
子
育
て
の
要
諦
は

親
育
ち
」
と
題
し
た
講
演

が
あ
り
、
充
実
し
た
内
容

と
な
り
ま
し
た
。

育
の
在
8
1
古

へ
　
睡
，

壷
薯

＼
－

／争

　
1
1
月
2
8
日
（
日
）
ふ
れ

あ
い
テ
ニ
ス
大
会
が
牧
水

公
園
テ
ニ
ス
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
大
会
に
は
、
本
町
の

ほ
か
西
郷
村
か
ら
も
参
加

が
あ
り
1
0
組
2
0
名
の
選
手

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。【

男
子
の
部
】

優
　
勝
　
稲
田
真
ズ
田
野
）
・

谷
口
典
大
（
懇
懇
）

準
優
勝
　
山
床
弘
樹
（
下

渡
川
）
・
大
石
敏
幸
（
目
深
）

第
3
位
　
荒
砂
俊
之
（
西

郷
村
）
・
菊
池
康
英
（
越
表
）

【
女
子
の
部
】

優
　
勝
　
黒
木
　
優
（
小

野
田
）
・
海
野
仁
美
（
小
野
田
）

準
優
勝
　
山
澤
厚
子
（
西

郷
村
）
・
奈
須
美
智
子
（
西

郷
村
）

第
3
位
　
黒
木
彰
子
（
羽
坂
）
・

山
本
幸
恵
（
鶴
野
内
）
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◆
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
人
の
基
準
は
？

　
平
成
1
7
年
－
月
1
日
現
在
、

住
民
登
録
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

町
内
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
前

年
の
1
年
間
に
得
た
所
得
を
平

成
1
7
年
3
月
1
5
日
ま
で
に
申
告

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
お
住
ま
い
の
地
区

ご
と
に
、
日
程
表
の
と
お
り
受

け
付
け
ま
す
の
で
申
告
を
お
こ

な
っ
て
下
さ
い
。

◆
所
得
の
な
い
人
も
？

　
こ
の
申
告
は
、
町
県
民
税
・

国
民
健
康
保
険
税
等
の
課
税
額

の
算
定
基
礎
と
な
り
ま
す
。

　
所
得
の
な
い
人
で
も
申
告
を

し
な
い
と
、
扶
養
手
当
認
定
や

児
童
手
当
、
医
療
保
険
給
付
、

保
育
所
入
所
、
公
営
住
宅
の
入
居
、

奨
学
資
金
貸
付
ま
た
は
国
民
健

康
保
険
税
の
減
免
、
そ
の
他
住

民
と
し
て
の
特
典
を
受
け
よ
う

と
す
る
時
、
所
得
証
明
書
を
発

行
す
る
脚
韻
に
支
障
が
生
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
も
れ

な
く
申
告
し
て
下
さ
い
。

◆
申
告
時
に
必
要
な
書
類

　
等
は
？

　
申
告
に
は
次
の
書
類
が
必
要

で
す
。
申
告
ま
で
に
必
ず
準
備

し
て
お
い
て
下
さ
い
。

●
日
稼
ぎ
や
出
稼
ぎ
又
は
パ
ー

　
ト
で
収
入
の
あ
っ
た
方

・
事
業
主
（
雇
い
主
）
か
ら
の

　
賃
金
の
支
払
証
明
書
（
事
業

　
主
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
の

　
提
出
が
あ
っ
た
方
は
不
要
）

●
農
林
業
・
畜
産
に
よ
り
収
入

　
の
あ
っ
た
方

・
田
畑
で
生
産
し
た
作
物
、
作

　
付
面
積
の
明
ら
か
に
な
る
も
の

・
農
産
物
等
（
米
、
み
か
ん
、
柿
、

　
野
菜
、
椎
茸
等
）
の
収
穫
量

　
又
は
販
売
金
額
を
証
明
す
る

　
も
の
（
販
売
先
か
ら
の
出
荷

　
証
明
書
等
）

・
平
成
1
6
年
中
に
支
払
っ
た
必

　
要
経
費
の
領
収
書
（
農
機
具
、

　
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
等
の
購
入
費
、

　
雇
人
費
、
土
地
改
良
費
、
燃

　
料
費
、
地
代
、
事
業
用
借
入

　
資
金
の
利
息
明
細
書
、
農
作

　
業
委
託
料
の
領
収
書
等
）

・
肉
用
牛
の
せ
り
市
場
に
お
け

　
る
売
り
渡
し
証
明
書
（
1
0

　
0
万
円
未
満
の
子
牛
の
売
却

　
所
得
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
、

　
町
県
民
税
に
限
り
家
畜
市
場

　
の
売
却
証
明
書
が
あ
れ
ば
免

　
税
所
得
と
な
り
、
そ
の
証
明

　
書
が
な
い
場
合
に
は
課
税
所

　
得
と
な
り
ま
す
。
）

●
土
地
や
建
物
の
譲
渡
、
貸
土
地
、

　
貸
家
又
は
立
木
の
売
却
等
の

　
あ
っ
た
方

・
そ
の
収
入
及
び
支
出
の
明
ら

　
か
に
な
る
書
類
等
（
契
約
書

　
又
は
支
払
明
細
書
、
必
要
経

　
費
の
領
収
書
等
）

※
公
共
の
用
地
買
収
に
よ
る
補

　
償
金
が
あ
っ
た
場
合
も
申
告

　
が
費
用
で
す
。

●
そ
の
他
の
所
得
の
あ
っ
た
方

・
そ
の
収
入
及
び
支
出
の
明
ら

　
か
に
な
る
書
類
等
（
収
支
計

　
算
書
、
家
計
簿
等
）

●
各
種
年
金
、
共
済
金
、
恩
給

　
等
を
受
給
し
て
い
る
方

・
平
成
1
6
年
中
の
源
泉
徴
収
票

　
又
は
年
金
等
支
払
通
知
書

●
保
険
契
約
に
基
づ
き
受
け
取

　
つ
た
生
命
保
険
又
は
満
期
返

　
戻
金
等
の
一
時
的
な
収
入
の

　
あ
っ
た
方

・
保
険
会
社
等
支
払
先
発
行
の

　
支
払
証
明
書

〔
そ
の
他
に
持
参
す
る
も
の
〕

・
印
鑑

・
平
成
1
6
年
中
に
支
払
っ
た
生

命
保
険
料
、
個
人
年
金
の
保

険
料
、
国
民
年
金
保
険
料
、

火
災
保
険
等
損
害
保
険
料
の

証
明
書
等

・
所
得
税
確
定
申
告
に
よ
り
、

還
付
申
告
（
払
い
戻
し
請
求
）

を
行
い
た
い
方
は
、
勤
め
先

交
付
の
源
泉
徴
収
票

・
所
得
が
あ
り
、
前
年
の
医
療

費
の
控
除
を
受
け
た
い
方
は
、

病
院
及
び
調
剤
薬
局
等
の
領

収
書
又
は
医
師
の
通
院
証
明
書

◆
所
得
の
確
定
申
告
が
必

　
要
な
方
は
？

○
昨
年
中
の
所
得
の
合
計
が
、

　
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、

　
扶
養
控
除
等
控
除
額
の
合
計

　
を
超
え
る
方

○
給
与
所
得
者
で
給
与
の
年
収

　
が
2
千
万
円
を
超
え
る
方
、

　
又
は
給
与
所
得
や
退
職
者
所

　
得
以
外
の
所
得
が
2
0
万
円
（
肉

　
用
牛
の
免
税
所
得
を
含
む
）

　
を
超
え
る
方

○
給
与
所
得
者
で
、
昨
年
中
2

　
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払

　
を
受
け
て
い
る
方
で
、
年
末

　
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
従
た

　
る
給
与
収
入
額
と
そ
の
他
の

　
所
得
金
額
の
合
計
額
が
2
0
万

　
円
を
超
え
る
方

◆
所
得
税
の
還
付
に
つ
い
て

　
源
泉
徴
収
さ
れ
た
又
は
予
定

納
税
を
し
た
所
得
税
が
納
め
過

ぎ
に
な
っ
て
い
る
方
は
、
そ
の

還
付
を
請
求
す
る
申
告
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
こ
の
申
告
書
は
、
延
岡
税
務

署
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
早
く
申
生
口
日
を
提
出
し
、

過
納
と
な
っ
て
い
る
所
得
税
の

還
付
を
請
求
し
て
下
さ
い
。

　
特
に
次
の
よ
う
な
方
は
、
所

得
税
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い

な
い
か
ど
う
か
、
十
分
ご
確
認

下
さ
い
。

○
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
控
除

　
や
医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得

　
控
除
、
寄
付
金
控
除
、
政
党

　
等
寄
付
金
控
除
な
ど
を
受
け

　
る
こ
と
が
で
き
る
方

○
平
成
1
6
年
中
に
勤
務
先
を
退

　
職
さ
れ
た
後
、
再
就
職
さ
れ

　
な
か
っ
た
方
で
、
年
末
調
整

　
を
行
わ
な
か
っ
た
方

○
退
職
所
得
の
あ
っ
た
方
で
、

　
そ
の
所
得
を
含
め
て
申
告
す

　
る
こ
と
で
源
泉
徴
収
さ
れ
た

　
所
得
税
に
つ
い
て
、
特
別
減

　
税
の
適
用
が
で
き
る
方

◆
税
務
署
か
ら
所
得
税
確

　
定
申
告
の
案
内
が
あ
っ

　
た
方
へ

　
延
岡
税
務
署
か
ら
直
接
申
告

書
用
紙
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
郵

送
さ
れ
、
申
告
相
談
日
の
来
場

案
内
が
あ
っ
た
方
は
、
次
の
日

程
に
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
3
月
2
日
（
水
）
・
3
日

（
木
）
の
午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後

4
時
▽
場
所
　
西
郷
村
ニ
ュ
ー
ホ
ー

プ
セ
ン
タ
ー
（
西
郷
村
大
字
田

代
1
8
7
0
番
地
・
6
9
－
2
1

3
0
）
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魑伊
一i霜県民税・国民健康保険税・介護擦纐噸幽■■■■■1■■

月日（曜日） 地　区 受付対象となる地区 受付時間 受　　付　　会　　場

2／9（水）

專c・福瀬

寺迫・山ノロ・落鹿一　　一　　一　　一　一　　一　　一　一　一　　一　一　冒　　一　　一　一　　一　一　　一　　－　■　　一　一　一　　一　＿　一　　一　　＿　一　　一　一　＿　　＿　　一　＿　　幽　　一　一

�c・鵜戸木・日田尾 P3：00～16：00

2／10（木）

ｻの他の区

広瀬・鳥川・中野原・迫野内全組合一　一　　冒　　胃　■　　一　　一　　一　一　一　　一　－　　一　　一　一　　一　一　一　　7　　一　＿　　＿　一　一　一　　一　＿　　一　＿　　＿　　一　　＿　＿　　一　　一　一　一　　一

ｻの他の組合

　9：00～11：30一　　一　　一　　　一　　一　　一　　　一　　一　　一　　　一　　　7　　－　　　一　　　一　　邑　　一　　＿　　　＿　　　＿

P3：00～16：00

町中央公民館第4研修室

ｦ母牛頭数4頭以上の世帯のみ

2／14（月） 越　　表

中水流・田□八ツ山冒　　　一　　一　　一　　　一　　　一　　一　　一　　　一　　　一　　　　　■　　　一　　　一　　　一　　一　　一　　　一　　　一　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　　一　　　一　　＿　　　＿　　　＿　　　一　　　＿　　　＿　　　一　　　＿　　　＿　　　＿

剞�E一松露 P3：30～15：00 囃囃嚔�

2／15（火） 仲　　深

下仲瀬・久居原・下水流一　　一　　　一　　　一　　一　　一　　一　　　一　　　一　　一　　冒　　　冒　　■　　　一　　一　　一　　　一　　一　　丁　　　一　　　一　　幽　　　一　　　一　　一　　　＿　　　一　　＿　　　＿　　　一　　　一　　　＿　　　＿　　　一　　　一　　　一　　　一　　一

[谷・野々崎 P3：00～15：00
仲深地区集落センター

2／16（水） 坪　　谷

東石原・西石原・本村一　一　一　一　冒　　一　　　■　　一　　一　　一　一　一　一　　〒　　　■　　一　　一　一　　一　＿　＿　　＿　　一　＿　　＿　一　一　　一　一　〒　　一　　一　　一　＿　　一　　＿

ﾔ井笠・上野原 P3：00～15：00
坪谷地区多目的集会施設

2／17（木） 坪　　谷
P3：00～15：00

坪谷地区多目的集会施設

2／21（月） 羽　　坂

井尻・深瀬・日ケ道・樋田一　一　　一　　一　一　一　一　　一　　　一　　冒　　一　一　　一　一　一　　一　　　■　　一　　一　一　　一　一　＿　　一　　一　＿　　一　＿　＿　　一　　一　一　一　　7　一　＿

ｽ野・羽坂・沖之水流・小長野 P3：00～15：00
羽坂生活改善センター

2／22（火）
鶴野内

山内・中山一　　－　　　■　　　一　　　一　　一　　一　　　一　　　一　　一　　一　　　一　　　　　一　　　一　　一　　　一　　　一　　一　　一　　　一　　一　　　一　　　一　　一　　一　　　一　　　　　一　　　一　　＿　　＿　　　一　　　一　　＿　　　，　　　＿　　一

O田・中水流・下村・住宅

　9：30～11：30一　　　一　　　一　　一　　一　　一　　　　　■　　　冒　　■　　　一　　　一　　一　　一　　一　　一　　　＿　　一　　＿

P3：00～15：00
鶴野内地区コミュニティセンター

2／23（水）

ｪ重原

大工野・沢三一　一　　一　　一　一　一　一　一　一　一　■　　　■　　一　一　一　　一　　　　　一　　一　一　　一　　一　一　＿　　＿　＿　　＿　　＿　＿　　＿　　＿　　＿　一　一　　一　r

鞫S域 P3：30～15：00

大工野地区集落センター一　　’　　　一　　一　　冒　　一　　冒　　　一　　一　　一　　　一　　　一　　一　　一　　r　　－　　　r　　　一　　一　　　一　　　一　　一　　　一　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　一　　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　7

ｪ重原地区高齢者プラザ

2／24（木） 迫野内
鹿瀬・西谷一　　一　一　一　一　　一　一　一　一　冒　　一　一　　一　一　一　　一　一　－　　冒　　一　一　　一　　一　一　一　　一　＿　　＿　　幽　＿　　一　　＿　一　＿　　一　一　一　＿

件縺E東下・地内 P3：00～15：00
迫野内地区多目的集会施設

2／25（金）
下渡川 区全域 10：00～11：30 下渡川地区集会施設

2／28（月） 小野田
三下1・2・子中・田上・住宅一　　　一　　一　　一　　一　　　冒　　　一　　■　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　－　　　冒　　　　　■　　　一　　　一　　一　　一　　　一　　一　　　一　　　一　　一　　一　　　一　　＿　　　一　　一　　一　　＿　　　一　　＿　　　一　　　一

蜥J・小野田1・2 P3：00～15：00
町中央公民館第4研修室

3／1（火） 福　　瀬

中野原1・2■　　　冒　　　一　　　一　　一　　　一　　　一　　一　　一　　一　　　一　　一　　－　　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　一　　一　　　一　　一　　　＿　　　＿　　　一　　　一　　　＿　　　＿　　＿　　　＿　　一　　一

��ｴ3・出土・住宅 P3：00～15：00
中野原営農研修施設

3／4（金） 福　　瀬

上村1・2・3一　一　　一　　一　一　一　　一　　一　一　一　冒　　一　一　　一　一　一　　一　　7　－　　■　　一　一　一　　一　一　　＿　　一　　一　＿　　＿　＿　　＿　　一　　山　一　　一　　一　r

ｺ村・鳥川 P3：00～15：00
三瀬公民館

3／7（月） 福　　瀬 広瀬・日田尾・鵜並木 9：30～口：30 広瀬生活改善センター
3／8（火） 田　　野 区全域 9：30～11：30 田野公民館

3／9（水） 寺　　迫

庭田・吉牟田一　　一　　■　　　■　　　冒　　　一　　一　　　一　　　一　　　一　　邑　　　一　　　　　■　　　一　　　一　　一　　　一　　　一　　一　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　　一　　　＿　　　一　　　＿　　　一　　　一　　　一　　　＿　　＿　　＿　　　＿

��E長崎 P3：00～15：00
吉牟田地区コミュニティセンター

3／10（木） 寺　　迫

落鹿『　　　　　　　　　　　■　　　一　　一　　一　　　一　　　一　　一　　一　　　一　　－　　　■　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　一　　　＿　　　一　　　一　　　＿　　　＿　　＿　　　＿　　一　　一　　一

�浴E山ノロ P3：00～15：00 寺迫連絡所

3／14（月） 9：00～11：00

3／15（火）
町内全域 各地区で申告できなかった者

13：00～15：00 町中央公民館第4研修室

　
な
お
、
指
定
日
に
申
告
で
き

な
い
場
合
、
町
税
務
課
で
は
受

付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
延
岡
税

務
署
で
申
告
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
昨
年
の
申
告
か
ら
農
業
収
入
（
水

稲
）
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
収
支
計

算
に
な
り
ま
し
た
。

　
2
月
9
日
（
水
）
・
1
0
日
（
木
）

は
、
母
牛
4
頭
以
上
の
世
帯
の

み
申
告
受
付
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
地
区
で
の
申
告
相

談
期
間
中
は
、
税
務
課
職
員
が

各
地
区
会
場
に
出
向
き
ま
す
の
で
、

役
場
税
務
課
窓
口
で
申
告
を
受

け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
指
定
さ
れ
た
会
場
で
申
告
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合

に
は
、
3
月
1
4
日
（
月
）
・
1
5
日
（
火
）

の
い
ず
れ
か
の
日
に
必
ず
申
告

を
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
課
課

税
係
（
6
9
1
3
9
0
4
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

、
き
亀

税
の
相
談
は

お
気
軽
に
…

税
務
課
課
税
係

電
話
6
9
－
3
9
0
4



⑤騨鞠④
3．正しい所得を申告しましよう

　国保の税額は毎年4月1日を賦課期日（国保税算定の基準日）とし、毎年6月1日に算定します。その

税額算定基礎のひとつである「所得割額」は国保税課税年度の前年（16年度の場合は15年中）の所得を基

に決められます。

　国保加入世帯の方は、東郷町国民健康保険事業の健全な運営を図るため、正しい申告をされるようお願
いします。

　もし、国保世帯主または世帯員で申告をしていない人（未申告者）がいると、高額療養費の非課税世帯

や入院した際の食事代で減額認定が認められないなどの不利益になることがありますのでご注意ください。

　未申告者のいる世帯では、「均等割」「平等割」の軽減が受けられない場合もあります。また、未申告者

には保険証の交付も制限があります。

● 川
’
b

　　　　　　　　　　　　　　　　　下の図は、平成15年と16年の5月診療から「高血圧性疾患」の

　　　　　　　　　　　　　　　　状況を地区別に表したものです。
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嘉三富玉書婁三二婁鷺弄

（円）
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2，000

1，000

　0

高血圧性疾患の1人当たり費用 髪H155月

■H165月

孟嚢二二轄二二二二額弄

　左の図は受診率で、1人当たり件数のことを表しており、高くなるほど受診する医療機関の件数が

多いということです。

　右の図は1人当たり費用額で、高血圧性疾患を主病として受診している方の医療費を地区別に集計

し被保険者数で割ったものです。

QL血液サラサラには水分補給が大事ですが、

1日の適量はどのくらいでしょうか？

Al．1日の適量は、成人の場合、2リットル程

度といわれています。

　腎臓などに障害がなければ、こまめに水や

緑茶など、ノンカロリーのもので水分を補給

しましょう。

Q2．酢や玉ねぎを食べると血液がサラサラになると

いいますが、本当に効果があるのでしょうか？

A2酢に含まれている「クエン酸」や玉ねぎの

中の有効成分は血液をサラサラにする効果が

あります。しかし、一時的で持続しないとい

われているので、こまめにとるようにしまし
よう。

「ま・ご・わ1：垂や毒さ塁レい」を合置葉に・　　　．．．．濤ilii≒三i・…き・．．

　　　血液サラサラで富幽庄を予防・コントロール心ま．しようll

上記以外に、「ま＝まめなど大豆、ご＝ごま、わ＝わかめなどの海藻類、や＝野菜類、さ＝魚、

しい＝しいたけなどキノコ類」など、血液をサラサラにする食材があります。

健康づくりのために、　「まこわやさしい」で栄養バランスのよい食事にしましようね。

’・　．　　観　● ’7 ．．墨＝ c　　．　猶
・’@　　r　　　　二　　『

・・ @。●　。

2月の行事予定表 2月地区巡回健康相談

G露衡

期日　場　　　所　受付時間
お近くの健康相談をご利用ください。

燉e：血圧・体重測定、尿検査、相談、指導
V人保健手帳をご持参ください。育児サークルちびちびCLUB

1・15日（火）やすらぎ館　10：00～12：00 期　日 会　　　場 受付時間
リハビリ教室 大谷地区営農研修センター 9：30～10：00

10日（木）シルバーセンター　10：00～10：10 2日（水）

乳児健康診査
小野田多目的集会施設 13：30～14：00

16日差水）やすらぎ館　12：30～13：00
4日（金） や　す　ら　ぎ　館 9：30～10：00

3歳児健康診査 山ノロ集落センター 10：00～10：30

16日（水）やすらぎ館　13：00～13：30
8日（火）

落　鹿　公　民　館 13：30～14：00

さくらんぼの会
24日（木）やすらぎ館　　　10：00 9日（水）

中　尾　公　民　館 10：00～10：30

庭　田　公　民　館 13：30～14：00

　　　：

P人当たり医療費（平成16年3月～平成16年8月）単位、円

長　崎　集　会　所 9：30～10：00

18日（金）

日　田尾集会所 11：00～11：30

東郷町 市町村平均 広瀬生活改善センター 14：00～14：30

1人当たり医療費順位

福瀬下村公民館 9：30～10：00

一般 124，408　19 107，776 22日（火）

退職
135

173，553
鳥　川　集　会　所 13：30～14：00

155，579

@　　1
老健 419，126　11 377，666 中野原営農研修施設 9：30～10：00

合計 221，959　11 189，005

23日（水）

中野原1地区コミュニティセンター 13：30～14：00

翻
や
富
b
ぎ
館

費
6
9
1
3
3
6
7

　　　　　　　　　　知って得する国民健康保険税（その4）

国民健康保険税の注意事項

1，届出の義務

　年度途中で国保に加入（転入・社保脱退など）したり、国保をやめたり　（転出・社保加入など）したら、

異動のあった翌月に国保税額は再計算されます。

　このため、世帯主または世帯員に国保資格の異動があった時には、世帯主はその旨の届出を行うこととなって

います。会社の保険に加入したのに届出をしなかった場合には、そのまま国保に加入していることになります。

　　　　　　　　　　　こんなときには14日以内に届出を
こんなとき 届出に必要なもの こんなとき 届出に必要なもの

ほかの市区町村から転入してきたとき ほかの市区町村の転出証明書 退職者医療制度の対象となったとき 保険証、年金証書

職場の健康保険をやめたとき 職場の健康保険をやめた証明書
同じ市区町村で住所が変わったとき

職場の健康保険の被扶養者からはずれたとき 被扶養者でない理由の証明書

国
保
に
加
入
す
る
と
き

子どもが生まれたとき 保険証、母子健康手帳 世帯主や氏名が変わったとき
保険証

生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書 世帯が分かれたり、いっしょにな
ﾁたりしたとき

外国籍の人が入るとき 外国人登録証明書

ほかの市区町村へ転出するとき 保険証
そ
の
他

修学のため、別に住所を定めるとき 保険証、在学証明書

職場の健康保険に加入したとき
身分を証明するもの

国
保
を
や
め
る
と
き

職場の健康保険の被扶養者になった

ﾆき

国保と職場の健康保険両方の保険証

i職場の健康保険が未交付の場合

ﾉは加入したことを証明するもの）

保険証をなくしたり、汚れて使え

ﾈくなったとき

国保の被保険者が死亡したとき 保険証、死亡を証明するもの

生活保護を受けるようになったとき 保険証、保護開始決定通知書

外国籍の人がやめるとき 保険証、外国人登録証明書

2．転入した人の国保税は後で追加されることがあります

　東郷町外から転入して本町の国保に加入した人については、国保税を算定する基礎となる前年の所得（16

年度国保税の基礎は15年中の所得）金額が不明なため、転入前の住所地に所得照会を行います。

　このため、前月の異動による更正通知を翌月の初めにしますが、通知後に所得金額が判明した時点で国
保税が再度更正される場合があります。
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◆水道料金一覧表

　改定内容につきましては1月号でお知らせしたとおりですが、今回は現行料金と新料金の違いがひと目でわかるよう

一覧表にしました。

　使用水量はひと月の使用量を示しています。検針票などで使用量を確認してご覧下さい。

①～⑦は各地区の現行料金です。お住まいの地区を参照して下さい。

⑧は4月から適用される新料金です。

◆水道使用料新旧比較一覧表（円、消費税込み）

使用水量（㎡） ①山　陰 ②山陰（仲） ③福瀬 ④八重原 ⑤坪（蕨・稲） ⑥広瀬 ⑦迫・坪 ⑧新料金
8 735 840 945 525 1，050 2，310 2，625 1，050

10 924 1，029 1，134 714 1，050 2，310 2，625 1，281

20 1，869 1，974 2，079 1，659 2，100 2，310 2，625 2，436

30 2，814 2，919 3，024 2，604 3，150 2，310 2，625 3，654

40 3，801 3，906 4，011 3，591 4，200 2，835 2，940 5，124

50 4，956 5，061 5，166 4，746 5，250 3，360 3，255 6，678

60 6，153 ・6，258 6，363 5，943 6β00 3，885 3，570 8，568

70 7，518 7，623 7，728 7，308 7，350 4，410 3，885 10，458

80 8，883 8，988 9，093 8，673 8，400 4，935 4，200 12，348

90 10，248 10，353 10，458 10，038 9，450 5，460 4，515 14，238

100 ll，613 11，718 11，823 11，403 10，500 5，985 4，830 16，128

200 25，263 25，368 25，473 25，053 21，000 11，235 7，980 35，028

300 38，913 39，018 39，123 38，703 31，500 16，485 11，130 53，928

400 52，563 52，668 52，773 52，353 42，000 21，735 14，280 72，828

500 66，213 66，318 66，423 66，003 52，500 26，985 17，430 91，728

600 79，863 79，968 80，073 79，653 63，000 32，235 20，580 110，628

700 93，513 93，618 93，723 93，303 73，500 37，485 23，730 129，528

・平均して36．5％の値上げです。

・⑥の18㎡以下、⑦の21㎡以下のお客様は値下げになります。

・現行と比較して2倍を超えるお客様（⑥⑦の49㎡以上）につきましては激変緩和措置を適用し、5年後に正規の料金

になるよう段階的に調整させていただきます。詳しくは町報1月号または町ホームページをご覧下さい。

◆節水で経費節約しましょう

　日頃のこまめな節水で料金は大きく違います。節水で経費節約に取り組みましょう。

〈こんな簡単なことで節水できます〉

　○歯ミガキのとき、流しつぱなしにしない

　○炊事や洗面のとき、こまめに開け閉めする。水の量は少なめに

　○洗車はバケツ洗いで　流しつぱなしのホース洗いはムダ

　○洗たくはまとめ洗いで節約できます

　○お風呂の残り湯は洗たくや散水などに利用しましょう

　○トイレは大・小の切替えレバーを使い分けましょう

　○雨水をためて花壇の散水などに利用しましょう

◆水道料金の滞納に取り組みます

　水道事業は東郷町の水道を利用するすべての人から、平等に負担していただくことが原則です。一部の滞納者のた

めに、他の方々に迷惑がかかることがあってはいけません。水道料金の滞納者に対しては、負担の公平化のため給水停

止処分を行う場合があります。滞納のある人は早急な納入をお願いします。
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　年末は、中国で過ごしました。中国は初めてで、4年ぶりの海外旅

行でしたのでドキドキしていました。

　中国の首都北京には、ジェニーというアメリカの友達がいます。大

学の同級生で、同じ東アジア研究部でしたが．ジェニーは中国語を専

攻しました。卒業してから中国へ引っ越し、出版社に勤めて、北京に

住んでいる外国人向けの英字雑誌の編集をしています。その仕事の一

つとして、レストランやバーについて記事を書くことがあります。店

を廻って、　「ここは美味しかったよ」　「ここはそうでもなかったかな～」

などの、思ったことを雑誌に載せるわけです。仕事のお陰か、料理の

識

（．

Y

＿＿＿＿＿＿r

　　　　う

し

ことならとても詳しくなりました。ジェニーに北京の色々な料理を紹介してもらいました。

　まずはエスニック料理を食べに行きました。中国には55の少数民族が暮らしています。その2つである　三家

（ハカ）族と回（ブイ）族の伝統的な料理を味見しました。回族の人はイスラム教徒で．豚肉を食べられません。

その替わりに、回診料理では牛肉がよく使われています。

　火鍋（フ訂グォ）というしゃぶしゃぶみたいな料理も食べました。鍋は日本の鍋と違って、中がいくつかの部分

に分かれていますので、同時に色々な出汁が作れます。例えば、甘口・中口・辛口の出汁を、3つに分かれている

鍋で沸騰して、しゃぶしゃぶのように好きなものを入れたり取ったりします。火鍋を食べるときに、白酒（バイジ

ョ）も飲んでみましたが、焼酎より強いし、腐った果物の臭いがしますので勧めることはできません。

　もちろん、一般の中華料理もたくさん食べてきました。その中の、「ビング」というパンがとても気に入りました。

ビングは丸くて、普通のパンのようにふくらんでいない、厚いホットケーキみたいなものです。毎朝．町の市場で

ビング2枚、そして水亭子やしゅうまいを買って、約20円で朝食を取りました。

　中国で一番驚いたのは、物価の安さでした。旅行する前に予算を考えましたが、思ったほどお金を使いませんで

　　　　　　　　　した。外食をするのは、500円あれば十分です。バスや地下鉄に乗ると、高くても30円

ぐらいしかかかりません。日用品もかなり安かったです。しかし．観光地や地元の人があま

り行かない店は、わりと高いです。

　観光地は、北京市内とその辺りに有名なところがたくさんあります。私が行ってきたの1よ

天安門広場、故宮博物園、天壇、願霜囲（北京の皇帝の庭園）などなどです。万里の長城も

よじ登りました。　「観光地」といえばおかしいかもしれませんが、天安門広場の南側正面に

ある毛主席記念堂はおもしろかったです。毛沢東主席は中国の近年歴史で最も重要な人物で

す。1976年に、82歳で死亡しましたが、今でも亡くなったままの姿が見られるようにな

っています。この記念堂、また中国は、観光客の目で見るのと、毛主席の時代からずっと生

きてきた中国人の目で見るのは、どんなに違うんだろうと考えながら日本へ戻ってきました。○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧
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．
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宮
崎
県
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肥
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会
　
＝

　
東
郷
町
畜
産
資
源
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
横
瀬
で
生
産
販
売

し
て
い
る
「
東
郷
牛
ふ
ん
堆
肥
」

が
、
平
成
1
6
年
度
宮
崎
県
堆
肥

共
励
会
に
お
い
て
優
良
賞
を
受

慈
賢
潔
だ
壷

　
1
月
期
子
牛
・
育
成
牛
耳
共
進

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
か

ら
7
頭
出
品
し
て
い
ま
す
。

成
績
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

東
臼
杵
郡
市
共
進
会

【
雌
子
牛
の
部
】

　
仲
　
深
　
若
杉
善
男

　
は
る
う
ら
ら
号
　
　
壱
等
賞

　
福
　
瀬
　
塩
月
秀
幸

　
も
も
は
る
号
　
　
　
壱
等
賞

　
仲
　
深
　
水
野
和
徳

　
ぼ
く
す
い
3
6
号
　
　
弐
等
賞

　
福
　
瀬
　
関
野
安
弘

　
し
ょ
う
こ
8
の
1
号
　
参
等
賞

　
羽
　
坂
　
福
永
マ
ス
ミ

　
か
つ
ふ
く
一
1
9
号
　
参
等
賞

【
去
勢
の
部
】

　
七
瀬
　
谷
口
峰
久

　
峰
八
号
　
　
　
　
　
弐
等
賞

　
団
体
成
績
　
1
0
位

旧
ル
迫
痂
郡
野
釣
口
叩
細
叶
△
万

【
雌
子
牛
の
部
】

　
山
ノ
ロ
　
橋
口
克
己

　
あ
き
や
す
号
　
　
　
壱
等
賞

賞
し
ま
し
た
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こ
の
共
励
会
は
、
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質
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安

定
的
な
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い
肥
の
生
産
技
術
を

競
う
こ
と
に
よ
り
技
術
の
向
上
と
、

た
い
肥
の
利
用
促
進
に
よ
り
本

県
の
持
続
的
農
業
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
宮
崎

県
良
質
た
い
肥
生
産
流
通
促
進

協
議
会
が
毎
年
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　
平
成
1
6
年
度
は
、
県
内
か
ら

45

_
の
出
品
が
あ
り
、
た
い
肥

製
造
工
程
・
熟
度
・
理
化
学
性
・

発
芽
率
等
が
総
合
的
に
判
断
さ

れ
選
考
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
田
畑
や
家
庭
菜
園
で

の
土
づ
く
り
に
ご
利
用
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
東
郷
町
畜
産
資
源
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ば
ら
売
り

と
袋
子
の
販
売
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
鶴
野
内
の
「
道
の
駅
」

ふ
る
さ
と
市
場
で
は
H
月
か
ら

袋
詰
の
販
売
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
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平唖17年度「乱費青モ＝勺・」」の募集1こコUτ

　公正取引委員会では，毎年，消費者の立場から公正取引委員会の仕事に協力していただく「消費者モニター」を

委嘱しており，平成17年度においても新たに全国で900名（予定）の「消費者モニター」を募集します。

（1）応募資格　20歳以上の一般の消費者の方

（2）応募方法　郵便はがきに，次の事項を記載の上，お住まいの地区を

　　　　管轄する公正取引委員会又は公正取引室へ郵送してく

　　　　　ださい。

（3）応募締切　平成17年2月11日（金）（当日消印有効）

　　　　郵　便　は　が　き

□亜可
九
州
事
務
所
取
引
課
行
き

①
〒
住
所

②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

③
年
　
　
齢

④
性
　
　
別

⑤
電
話
番
号

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東

　
　
公
正
取
引
委
員
会

⑥職業

　（例：会社員，専業主婦，
　ハ㌧ト等）

⑦各種モニター経験の有無

⑧家族構成（同居家族）

　／続柄，年齢，職業
　（例：夫40会社員、子9小学生）

⑨最寄りの鉄道駅
　（例：○○線亭亭駅）

⑩自宅から上記鉄道駅までの
　所要時間（例：バスムム分）

⑪応募理由（150～200字程度）

（表面） （裏面）

（4）募集人員　全国で900名（予定）

（5）選　考応募者多数の場合は，地域，年齢，

　　　　　その他応募はがきの記載事項を考

　　　　　慮して選考させていただきます。

（6）選考結果　「消費者モニター」になっていただく

　　　　　方には，平成17年4月上旬ころに

　　　　　応募者御本人に通知いたします。

　　　　　（採用されなかった方には連絡い

　　　　　たしません。あらかじめ御了承くだ

　　　　　さい。）

（7）任期平成　17年4月から平成18年3月末日まで

　　　　　の1年間です。

（8）仕事等　消費者モニター研修会への出席（年

　　　　　2回，平日に3時間程度都道府県ご

　　　　　とに開催予定）
②アンケート調査への回答（年数回）

③身近な情報の提供，消費者としての意見や要

　望の提出（随時提供）

④その他，公正取引委員会が行う調査等への協力

（9）応募先・募集にする問い合わせ先

　〒812－0013　福岡市博多区博多駅東

　公正取引委員会九州事務所取引課
　電話092（431）6031

アンケートへの回答や情報を提供していただく際に，専門的な知識は必要ありません。

交通事故無料組目
●電話・面談相談日

　月曜日～金曜日（祝日を除く）

　　9：00～12：00

　13：00～17：00

●無料弁護士相談日

　毎月第3木曜日（要予約）

　▼2月17日（木）

　　13：00～16：00

　▼3月17日（木）

　　13：00～16：00

社団法人　日本損害保険協会

宮崎自動車保険請求相談センター

電話　0985－28－1199

　　覇

7
一
御

延岡運転舅許セン勺一か5のお知5せ

予約による試
ｱ　　期　　間

2月7日（月）から4月15日（金）まで

ｦ予約受付は2月1日（月）から開始

予約方法
運転免許試験受験者は、受験予定の前日までに、延

ｪ運転免許センターに。

@電話（0982－33－9999）で申込んでください。

予約受付時間

月曜日から金曜日

@（原則として次の時間内にお願いします。）

@・10：00～12：00

@・13：00～17：00

試験種別 実施曜日（毎週）

期間中の試験日 普通免許等 月・火・木・金 ※祝日は除く

原付・小特 水

注意事項
試験は午前9時30分から開始しますので、午前9時こ

�ﾜでに試験場受付窓口で手続きを済ませてください。

問い合わせ先 延岡運転免許センター　電話（0982）33－9999
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そ
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書
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る
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愛
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て
い
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」
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愛
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久
世
光
彦

・
落
花
は
枝
に
還
ら
ず
と
も

　
　
上
・
下
　
　
中
村
彰
彦

・
さ
ま
よ
う
刃
　
　
東
野
　
圭
吾

・
ぼ
く
の
不
思
議
な
ダ
ド
リ
ー
お
じ
さ
ん

　
　
　
　
パ
リ
ー
・
ユ
ア
グ
ロ
ー

・
真
夜
中
の
神
話

・
山
河
働
巽
の
歌

・
レ
イ
ク
サ
イ
ド

・
霧
笛
荘
夜
話

真
保
福
島
東
野
浅
田

裕
一
泰
樹
圭
吾
次
郎

・
ア
キ
ハ
バ
ラ
＠
D
E
E
P

　
　
　
　
　
　
　
石
田
　
衣
良

．
籐
壷
　
　
：
　
　
「
瀬
戸
内
寂
聴

・
蝶
の
ゆ
く
え
橋
本
治

・
春
、
バ
ー
ニ
ー
ズ
で

　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
修
一

・
な
ん
く
る
な
い
　
よ
し
も
と
ば
な
な

・
愛
ト
ス
カ
ー
ナ

　
　
　
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ポ
ー
ル
・
エ
ヴ
ァ
ン
ズ

・
奇
跡
も
語
る
者
が
い
な
け
れ
ば

　
　
　
　
　
ジ
ョ
ン
・
マ
グ
レ
ガ
ー

・
約
束
の
地
　
　
　
志
水
　
辰
夫

・
背
広
の
下
の
衝
動

　
　
　
　
　
　
　
新
堂
　
冬
樹

・
し
ゃ
ぼ
ん
玉
　
　
甲
南
　
ア
サ

・
知
り
た
が
り
や
の
猫

　
　
　
　
　
　
　
林
　
真
理
子

・
天
国
の
五
人

　
　
　
　
　
　
ミ
ッ
チ
・
ア
ル
ポ
ム

・
墓
石
の
伝
説
　
　
逢
坂
　
剛

・
ア
イ
ム
ソ
ー
リ
ー
、
マ
マ

　
　
　
　
　
　
　
桐
野
　
夏
生

・
漱
石
先
生
大
い
に
悩
む

　
　
　
　
　
　
　
清
水
　
義
範

・
酒
気
帯
び
車
椅
子

　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
ら
も

・
長
恨
歌
　
不
夜
城
　
完
結
編

　
　
　
　
　
　
　
　
馳
　
星
周

・
正
義
の
証
明
上
下

　
　
　
　
　
　
　
森
村
　
誠
一

児
童
図
書

・
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
む
す
め

　
　
　
　
　
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
フ
レ
ン
チ

　
「
み
ん
な
知
ら
な
い
け
れ
ど
、
ヒ

ッ
ト
ラ
ー
に
は
む
す
め
が
い
た
の

よ
…
」
も
し
自
分
が
ヒ
ッ
ト
ラ
ー

の
子
供
だ
っ
た
ら
、
戦
争
を
止
め

ら
れ
た
だ
ろ
う
か
？
子
供
達
が
戦

争
や
親
子
関
係
に
つ
い
て
悩
む
姿

を
描
く
衝
撃
の
物
語
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
児
童
文
学
賞
受
賞
作
。

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

・
ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
の
卒
業
式

そ
の
他

・
イ
ク
バ
ル
の
闘
い

　
　
　
　
　
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ダ
ダ
モ

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

・
兎
の
眼
　
　
　
　
灰
谷
健
次
郎

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

・
学
校
に
行
け
な
い
は
た
ら
く
子

ど
も
た
ち

一
　
ア
フ
リ
カ

2
　
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
田
沼
　
武
能

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

・
計
算
の
ひ
み
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
山
　
士
郎

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

・
ど
う
ぶ
つ
ゆ
う
び
ん

　
　
　
　
　
　
も
と
し
た
い
ず
み

（
小
学
校
中
・
上
学
年
対
象
）

・
ス
カ
イ
ラ
ー
通
り
1
9
番
地

　
　
　
　
E
、
L
三
口
グ
ズ
バ
ー
グ

（
中
学
生
対
象
）

・
悲
し
い
本

　
　
　
ク
ェ
ン
テ
ィ
ン
・
ブ
レ
イ
ク

え
ほ
ん

・
タ
ン
タ
ン
ア
メ
リ
カ
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
エ
ン
ジ
ェ
ル
作

　
ア
メ
リ
カ
は
シ
カ
ゴ
に
や
っ
て

き
た
タ
ン
タ
ン
。
今
度
は
マ
フ
ィ
ア

と
対
決
し
ま
す
。
ギ
ャ
ン
グ
を
追
っ

て
い
る
う
ち
に
、
西
部
の
草
原
地

帯
に
ま
で
来
た
タ
ン
タ
ン
を
待
ち

受
け
て
い
る
の
は
…
。

・
い
た
ず
ら
こ
ね
こ

　
　
　
　
　
ポ
ー
ル
・
ガ
ル
ド
ン

・
い
い
お
か
お

　
　
　
　
ダ
イ
ア
ナ
・
ウ
ィ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

・
ひ
つ
じ
み
ち
　
　
小
林
　
　
曲
豆

・
し
も
ば
し
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
野
坂
　
勇
作

・
こ
ね
こ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
大
社
　
玲
子

※
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
那
須
　
正
幹

　
つ
い
に
、
ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
は
、

稲
穂
県
ミ
ド
リ
市
立
花
山
第
2
小

学
校
を
卒
業
。
卒
業
間
近
の
3
月
、

三
人
組
は
な
ん
と
自
分
た
ち
だ
け

の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
作
っ
て
ひ
そ

か
に
校
庭
に
埋
め
る
こ
と
に
し
た

…
。
「
ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
」
シ
リ

ー
ズ
最
終
巻
。

（
小
学
校
中
学
生
対
象
）

（
小
学
校
中
・
上
学
年
対
象
）

・
さ
か
な
の
か
お

　
　
　
　
　
　
　
な
か
の
ひ
ろ
み

（
小
学
校
中
・
上
学
年
対
象
）

・
わ
た
し
が
幽
霊
だ
っ
た
時

　
　
　
ダ
イ
ア
ナ
・
ウ
ィ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

・
ぼ
く
た
ち
の
生
き
る
理
由
（
わ
け

　
　
　
　
　
　
　
今
西
　
三
子

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

・
お
も
ち
ゃ
の
工
作
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
成
井
　
俊
美

（
幼
稚
園
・
小
学
校
初
学
年
対
象
）
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▲「にわとり」

　　　鶴野内区　中水流

　　　　　　　こう　せい
　　　池田昂融くん（6歳）

　　　父　寿人さん
　　　母　寿我子さん

　　　○好きな食べ物は何ですか？

　　　　ぎょうざ
・L　O好きな遊びは何ですか？

　　　　ガッシュごっこ

P　　　O大きくなったら何に
．　　　　なりたいですか？

　　　　犬夜叉

、
　
　
粍

　　　鶴野内区　中水流
　　　　　　　あ　　み
　　　田ロ亜美さん（㈲

　　　父　浩二さん
　　　母　美恵さん

　　　○好きな食べ物は何ですか？

　　　　いちご

　　　○好きな遊びは何で
　　　　すか？
．　　　砂遊び

ガ　　○大きくなったら何に
　　　　なりたいですか？

　　　　ケーキ屋さん

冨　，

禽
◎
‘Ω
嵩
置

．．

~　ら
．

▲「たこあげ」

翼質賞賞闘翼闘閑賞

翻◎誘籐
囲三囲賞囲閨闘賞賞

　みごと！上位独占

　昨年11月20日（土）、諸

塚村中央公民館大ホール
で開催された「森の国もろ

っか第3回諸塚駄賃つけ唄

全国大会」の少年・少女の

部で、小野田の西田瑠夏さ

ん（東郷小5年）が優勝、迫

野内の関口爽伽さん（東郷
小6年）が二位、迫野内の舛

田知恵さん（東郷小2年）が

三位となりました。

　三人は、そろって民謡を

習っており、町の秋祭りで

も自慢ののどを披露されて
います。

O

表
紙
牧
永
・
の
う
た
の
解
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
欣
一

多
摩
川
の
砂
に
た
ん
ぽ
ぽ
咲
く
頃
は

わ
れ
に
も
お
も
ふ
人
の
あ
れ
か
し
　
　
（
路
上
）

　
明
治
四
十
四
年
一
月
中
旬
牧
水
は
、
佐
藤
緑
葉
と
「
創
作
」
の
編
集

に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
編
集
と
自
分
の
居
所
を
兼
ね
た
麹
町
区
画
田
河

岸
三
十
一
号
地
日
英
社
と
い
う
印
刷
所
の
二
階
に
引
っ
越
し
た
。

　
二
月
三
日
の
夜
、
牧
水
は
原
稿
依
頼
の
た
め
に
本
郷
弓
町
喜
之
床
の

二
階
に
石
川
啄
木
を
訪
ね
た
。
啄
木
は
当
時
も
う
腹
膜
炎
に
罹
っ
て
い

た
。
啄
木
の
日
記
に
は
、
「
夜
、
若
山
牧
水
君
が
初
め
て
訪
ね
て
き
た
。

予
は
一
種
シ
ニ
ッ
ク
な
心
を
以
っ
て
予
の
時
世
感
を
話
し
た
。
声
の
さ
び

た
こ
の
歌
人
は
、
「
今
は
実
際
み
ん
な
お
先
真
暗
で
ご
ざ
ん
す
。
」
と
癖

の
あ
る
言
葉
で
二
度
言
っ
た
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
頃
の
歌
に
次
の
よ
う
な
作
が
あ
る
。
と
し
て
「
多
摩
川
の
砂
に
」

の
歌
が
あ
り
、
こ
の
歌
の
す
ぐ
前
に
は
「
瀬
も
あ
さ
く
藍
も
う
す
ら
に
多

摩
川
の
な
が
れ
て
あ
り
ぬ
憂
し
や
二
月
」
、
「
多
摩
川
の
浅
き
流
れ
に
石

な
げ
て
遊
べ
ば
回
る
る
わ
が
訣
か
な
」
の
歌
が
歌
集
「
路
上
」
の
中
に
あ

る
。　
こ
の
歌
に
つ
い
て
伊
藤
一
彦
氏
は
「
命
の
砕
片
」
の
中
で
、
歌
の
意
味
を

「
多
摩
川
の
川
原
の
砂
に
た
ん
ぽ
ぽ
の
花
の
咲
く
春
の
頃
に
は
、
自
分
に

も
心
に
お
も
う
人
が
あ
っ
て
ほ
し
い
。
」
と
説
明
さ
れ
、
ま
た
、
歌
の
鑑

賞
と
し
て
「
多
摩
川
は
東
京
都
と
神
奈
川
の
境
で
、
東
京
湾
に
注
い
で

い
る
川
で
あ
る
。
明
治
四
十
四
年
初
め
の
作
で
、
あ
る
時
に
多
摩
川
に

遊
び
に
行
っ
て
歌
っ
た
。
川
に
石
を
投
げ
る
な
ど
し
て
遊
ん
で
い
た
が
、

思
い
は
恋
人
を
失
っ
た
こ
と
に
帰
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。
春
の
頃
に
は
た

ん
ぽ
ぽ
の
よ
う
に
優
し
い
人
が
い
て
く
れ
た
ら
と
い
う
思
い
。
歌
の
調
べ

も
優
し
く
魅
力
的
で
あ
る
。
」
と
解
説

さ
れ
て
い
る
。

（
大
悟
法
利
雄
著
「
若
山
牧
水
伝
」
、

伊
藤
一
彦
著
「
命
の
砕
片
」
よ
り
）
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